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２人であそんだ２人であそんだ
　冬の思い出　冬の思い出



今 月 の 表 紙

男 ………………………… 3,760人
女 ………………………… 4,355人
計 ………………………… 8,115人
世帯 …………………… 4,709世帯

（－ 15）
（－ 13）
（－ 28）
（－ 15）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜１月 31 日現在＞
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Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

阿部　虎太朗くん                 
　　　  （こたろう）

和樹さん・めぐみさん
12 月５日生　入１区

12 さわやかだより
「生きづらさ」を「生きやすさ」に

広報とうやこ　2023 年 3 月 ２

　とうや水の駅ふれあい広場
で２月19日、３年ぶりに「と
うや冬まつり」が開かれまし
た。
　例年、子どもたちに大人気
の雪の滑り台のほか、宝探し
やお菓子まきなどが行われ、
町中から集まった親子連れで
大にぎわいでした。

ー関連記事ｐ３ー

おにはそと‼ふくはうち‼13

４ 4 月９日は北海道知事および北海道議会
議員選挙の投票日です
ヘルプマーク・ヘルプカードを配っています

旧優生保護法に関する
一時金支給のお知らせ

旧優生保護法のもとで子どもができなく
なる手術を受けた方は、一時金 320 万円の
支給を受け取ることができます。
　一時金の請求を希望される方は、下記の
相談支援センターに直接ご相談ください。

旧優生保護法に関する相談支援センター
【電話】0120 － 031 － 711( 通話料無料 )
　　　（受付時間　８時 45 分～ 17 時 30 分）

【ＦＡＸ】011 － 232 － 4240
【メール】hofuku.kodomo1@pref.hokkaido.lg.jp
【郵送】    〒 060-8588　北海道保健福祉部
             子ども子育て支援課相談室内



広報とうやこ　2023 年 3 月広報とうやこ　2023 年 3 月３

pickup news

「雪」

毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 51 回目は産業振興課大西淳史です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー　　　　　
プ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

第38回

両手の親指と人差し指で輪をつくり両手の親指と人差し指で輪をつくり
ユラユラと揺らしながら下ろしますユラユラと揺らしながら下ろします

開催

　
　
38
回
と
う
や
冬
ま
つ
り
が
２

　
　
月
19
日
、
と
う
や
水
の
駅
ふ

れ
あ
い
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
あ
っ
て
、
開
会
時
刻
の
午

前
10
時
に
は
多
く
の
親
子
連
れ
が

来
場
し
ま
し
た
。

　
一
番
人
気
の
巨
大
な
雪
の
滑
り

台
の
前
に
は
行
列
が
で
き
、
小
学

生
や
親
子
が
そ
り
に
乗
っ
て
勢
い

よ
く
斜
面
を
滑
り
降
り
ま
し
た
。

宝
探
し
や
〇
×
ク
イ
ズ
、
お
菓

子
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
で

は
終
始
歓
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。無
料
の
豚
汁
も
振
る
舞
わ
れ
、

大
勢
の
参
加
者
が
冷
え
た
体
を
暖

め
て
い
ま
し
た
。

第

そりに相乗りして滑り降りる子どもたちそりに相乗りして滑り降りる子どもたち親子でそり遊び親子でそり遊び そりに相乗りして滑り降りる子どもたちそりに相乗りして滑り降りる子どもたち

姉妹で滑れば笑顔いっぱい姉妹で滑れば笑顔いっぱい大好評だった豚汁サービス大好評だった豚汁サービス

雪の中のお宝ゲット‼雪の中のお宝ゲット‼

多くの子どもが夢中になった宝探し多くの子どもが夢中になった宝探し

とうや冬まつり



　
投
票
す
る
た
め
に
投
票
所
に
行

く
人
を
対
象
に
、
無
料
の
送
迎
車

を
運
行
し
ま
す
。「
投
票
し
た
い

が
交
通
手
段
が
な
い
」、「
体
が
不

自
由
で
移
動
が
大
変
」
と
い
っ
た

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

車
両
手
配
の
都
合
か
ら
事
前
申
込

み
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

運
行
経
路
や
時
間
の
詳
細
は
、

「
投
票
所
送
迎
車
の
運
行
の
お
知

ら
せ
」
を
広
報
の
配
布
に
合
わ
せ

て
、
各
戸
に
お
配
り
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
投
票
で
き
る
人
は
、
洞
爺
湖
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
投
票
日
現
在
、
洞
爺
湖

町
に
住
所
が
あ
る
人
で
す
。

●
選
挙
人
名
簿
の
登
録

　
今
回
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
、
平
成
17
年
４
月

10
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
令

和
４
年
12
月
30
日
ま
で
に
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

す
。

投票区名 投票場所 投票区の区域 投票時間

第１投票区 洞爺湖町役場 虻田５区、青葉１区・２区　　　　　 

７時～ 19 時

第２投票区 虻田ふれ合いセンター 虻田１区～４区、清水区

第３投票区 あぶたコミュニティセンター 虻田７区・８区、入江１区・３区

第４投票区 母と子の館 虻田６区、かっこう台区、入江４区
泉の一部（西山火口より本町側の区域）

第５投票区 洞爺湖文化センター 洞爺湖温泉１区～５区・８区、月浦
泉の一部（西山火口より温泉側の区域）

第６投票区 洞爺総合センター 洞爺第１～６、美沢東、美沢西、曙
洞仁会、財田、川東、岩屋

７時～ 18 時第７投票区 なるか愛郷の家 成香、花和

第８投票区 農業研修センターとれた 香川、大原、富丘

●
最
近
転
入
し
た
人

　
令
和
４
年
12
月
30
日
ま
で
に
転

入
し
た
人
は
洞
爺
湖
町
で
投
票
で

き
ま
す
。
12
月
31
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
前
住
所
地
で
投
票
と
な

り
ま
す
。

●
最
近
転
出
し
た
人

　
令
和
４
年
11
月
29
日
以
前
に
転

出
し
た
人
は
新
住
所
地
で
投
票
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
11
月
30
日
以

降
に
転
出
し
た
人
は
原
則
、
洞
爺

湖
町
で
投
票
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、転
出
先
の
市
町
村
発
行
の「
引

き
続
き
道
内
に
住
所
を
有
す
る
証

明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
最
近
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人

　
令
和
５
年
３
月
８
日
ま
で
に
新

住
所
に
転
居
の
届
出
を
し
た
人
は

新
住
所
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。

　
　
月
９
日
（
日
）
は
、
任
期
満

　
　
了
に
伴
う
北
海
道
知
事
・
道

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

投
票
は
道
政
参
加
へ
の
第
一
歩
で

す
。忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投票場所と時間はこちらです

北
海
道
議
会
議
員
選
挙

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

の
投
票
日
で
す

４  
９
月

日
は
北
海
道
知
事

北
海
道
知
事
お
よ
び

お
よ
び

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会＜

役
場
内＞

（
☎
74－

3
0
0
0
）

　
　
　
　
　
同
事
務
局
洞
爺
支
所＜

洞
爺
総
合
支
所
内＞

（
☎
82－

5
1
1
1
）

４投
票
所
へ
の
送
迎
車
を

　
　
　
　
　
　

運
行
し
ま
す

投
票
で
き
る
人

転
入
、転
出
、町
内
で
転
居
し
た
人

投
票
所
入
場
券

広報とうやこ　2023 年３月 ４

　

各
投
票
所
で
は
筆
記
具
の
消

毒
、
換
気
な
ど
の
感
染
予
防
対
策

を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
濃
厚
接

触
者
は
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す

の
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
感
染
症
に
感
染
し
た

場
合
は
、
療
養
し
て
い
る
病
院
や

自
宅
な
ど
で
郵
便
投
票
を
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
「
投

票
所
入
場
券
」
の
は
が
き
は
３
月

22
日
（
水
）
か
ら
郵
送
予
定
で

す
。
も
し
届
か
な
か
っ
た
り
、
不

明
な
点
が
あ
る
場
合
は
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ



開　

票

期
日
前
投
票

障がいなどの区分 障がいなどの程度
身体障害者手帳 上肢または視覚 １級
戦傷病者手帳 上肢または視覚 特別項症～第２項症

上記の郵便などによる不在者投票の対象者のうち、自ら投票
の記載ができない人が選挙権を有する他の人に代理記載しても
らう制度です。次の人が対象者となります。

■代理記載投票

障がいなどの区分 障がいなどの程度

身体障害者手帳

両下肢・体幹・移動機能 １級・２級
心臓・腎臓・呼吸器・膀胱
直腸・小腸 １級・３級

免疫・肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳
両下肢・体幹 特別項症～第２項症
心臓・腎臓・呼吸器・膀胱
直腸・小腸・肝臓 特別項症～第３項症

介護保険の
被保険者証 要介護状態区分 要介護５

身体に重度の障がいがある人で、下の表に該当する人は、郵
便などによる不在者投票ができますので町選挙管理委員会にお
問合せください。

■郵便などによる不在者投票について

病院や老人ホームなどに入所されている人や旅行などで町外
に滞在している人は、不在者投票ができますので、町選挙管理
委員会にお問合せください。

不在者投票

洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙

広報とうやこ　2023 年３月広報とうやこ　2023 年３月５

■
日
　
時　
４
月
９
日
（
日
）
20

時
か
ら

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

防
災
研
修
ホ
ー
ル

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
次
の
期
間
に
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

①
洞
爺
湖
町
役
場
ロ
ビ
ー

■
期
　
間　
３
月
24
日
（
金
）
～

４
月
８
日
（
土
）

■
時
　
間　
８
時
30
分
～
20
時

②
洞
爺
総
合
支
所
会
議
室

　
令
和
５
年
４
月
23
日
（
日
）
に

は
、
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙
の

執
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

洞爺湖町では、平成 29 年 12 月から「ヘルプマーク」と「ヘルプカード」を配布しています。
けがや病気、障がい、または妊娠などで日常生活での配慮や、災害が発生した時などに援助が必
要な人はご活用ください。

ヘルプマーク・ヘルプカード　

■
期
　
間　
４
月
３
日
（
月
）
～

８
日
（
土
）

■
時
　
間　
９
時
～
17
時

※
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
期
日

前
投
票
は
４
月
１
日
（
土
）
か
ら

で
す
。

れ
て
い
る
人
は
、
は
が
き
が
な
い

場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。
投
票

日
当
日
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

を配っています

ヘルプカード

　コミュニケーショ
ンの障がいなどで、
自分の意思をうまく
伝えられない人が、
困ったときに助けを
求めるためのカードです。特に災害時は困りごと
が増えると想定されるため、カードを持っている
人には積極的な手助けをお願いします。

ヘルプマーク

義肢や人工関節の使用、内
部障がい、妊娠初期など援助
や配慮を必要としていること
が外見からは分かりにくい人
のために作成されたマークで
す。身につけた人を見かけた
ら、声かけや席をゆずるなど
思いやりのある行動をお願い
します。

■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74 ー 3001）



のわだい
まち

　

住民に注意喚起を行う会員（右）住民に注意喚起を行う会員（右）ホタテごはんをおいしそうに食べる児童ホタテごはんをおいしそうに食べる児童

　
　
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
と

　
　
し
て
、
２
０
１
０
～
22
年
の
３

期
12
年
に
わ
た
っ
て
洞
爺
湖
町
長
を

務
め
た
真
屋
敏
春
氏
に
北
海
道
社
会

貢
献
賞
（
自
治
功
労
賞
）
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
真
屋
氏
は
町
長
就
任
以
降
、
財
政

健
全
化
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー

ク
を
活
用
し
た
観
光
誘
致
な
ど
に
取

り
組
み
、
町
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
真
屋
氏
は
「
職
員
や
住
民
の
皆
さ

ん
に
支
え
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で

す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

地

地方自治の発展に貢献
真屋敏春氏北海道社会貢献賞受賞

12
26

　
　
元
の
特
産
品
で
あ
る
ホ
タ
テ
の

　
　

お
い
し
さ
を
児
童
・
生
徒
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
噴
火
湾
胆
振

海
区
漁
業
振
興
推
進
協
議
会
が
無
償

提
供
し
た
ホ
タ
テ
を
使
っ
た
学
校
給

食
が
、
学
校
給
食
週
間
（
１
月
24
日

～
30
日
）
に
合
わ
せ
て
町
内
の
全
小

中
学
校
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
地
区
で
は
25
日
に
ホ
タ
テ
ご

は
ん
が
、
虻
田
地
区
で
は
26
日
に
ホ

タ
テ
シ
チ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ホ
タ
テ
が
た

く
さ
ん
入
っ
た
給
食
を
笑
顔
で
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。　
　

地

防犯への注意喚起
歳末地域安全運動実施

12

北海道社会貢献賞を受賞した真屋氏（右から３人目）北海道社会貢献賞を受賞した真屋氏（右から３人目）

地元のおいしいホタテを PR
噴火湾胆振海区漁業振興推進協議会が無償提供

12

　
　
爺
湖
町
防
犯
協
会
（
毛
利
納
会

　
　
長
）
の
歳
末
地
域
安
全
運
動
が

行
わ
れ
、
住
民
に
対
し
て
特
殊
詐
欺

な
ど
に
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
洞
爺
支
部
が
15
日
に
と
う
や
水
の

駅
と
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
洞
爺
店
、
虻

田
支
部
が
16
日
に
ウ
ロ
コ
虻
田
店
と

Ａ
マ
ー
ト
と
う
や
湖
店
で
運
動
を
実

施
。
そ
れ
ぞ
れ
買
い
物
客
に
特
殊
詐

欺
へ
の
注
意
を
促
す
チ
ラ
シ
が
入
っ

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
セ
ッ
ト

を
手
渡
し
、
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た

ら
身
近
な
人
や
警
察
に
相
談
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

洞

広報とうやこ　2023 年３月 ６

洞爺湖町老人クラブ連合会
新年演芸交流大会開催

　
　
爺
湖
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
（
山
田
晃
会
長
）の
新
年
演
芸

交
流
大
会
が
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
15
組
延
べ

42
人
が
出
演
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
演
劇

な
ど
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

睦
会
は
「
人
生
に
乾
杯
」「
く
ち

な
し
雨
情
」
の
２
曲
を
合
唱
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
六
区
寿
会

は
「
大
き
な
か
ぶ
」
の
演
劇
を
披

露
。
子
ど
も
や
犬
に
な
り
き
り
、
息

を
合
わ
せ
て
か
ぶ
を
引
っ
こ
抜
く

と
、
大
勢
か
ら
拍
手
と
笑
い
声
が
沸

き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

演劇を披露する出演者演劇を披露する出演者

洞

15・1625・26

1
31



町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
と
天
理
教
室
蘭
支
部
災
害
対
策

　
　

委
員
会
（
秦
野
聖
一
郎
委
員

長
）
が
、「
災
害
時
の
救
援
活
動
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
１
９
７
７
年
、
２
０
０
０
年
の
有

珠
山
噴
火
で
、
同
委
員
会
は
除
灰
作

業
を
行
う
な
ど
災
害
対
策
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
を
も
と

に
、
よ
り
効
率
的
な
災
害
支
援
や
、

行
政
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
図
り

ま
す
。
秦
野
委
員
長
は
「
有
珠
山
噴

火
も
近
づ
い
て
い
る
の
で
、
初
動
か

ら
支
援
を
行
い
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

町

洞爺湖町と天理教室蘭支部災害対策委員会
災害時の救援活動に関する協定締結

協定書に調印した秦野委員長（左）協定書に調印した秦野委員長（左）

16・24
12

　
　
書
紹
介
文
・
読
書
感
想
画
の
表

　
　

彰
（
教
育
委
員
会
・
洞
爺
湖

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
行
わ

れ
、
各
校
か
ら
読
書
紹
介
文
37
点
、

読
書
感
想
画
１
0
５
点
の
応
募
が
あ

り
、
４
人
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
読

書
紹
介
文<

小
学
生
の
部>

成
島

杏
さ
ん
（
虻
小
6
年
）＜

中
学
生

の
部＞

和
泉
心
さ
ん
（
虻
中
３
年
）

／
読
書
感
想
画＜

小
学
生
の
部＞

白
川
宙
さ
ん
（
温
小
４
年
）<

中

学
生
の
部＞

小
野
寺
陽
月
さ
ん
（
虻

中
３
年
）

読

読書の成果を発表
読書紹介文・感想画で４人が最優秀賞

１
2

広報とうやこ　2023 年 3 月７

町に企業版ふるさと納税
㈱セコマに感謝状贈呈

　
　
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
町

　
　
に
寄
附
を
行
っ
た
（
株
）
セ
コ

マ
（
赤
尾
洋
昭
代
表
取
締
役
社
長
）

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
国
が
認
定

し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
の

取
組
み
に
対
し
て
企
業
が
寄
附
を
行

う
制
度
で
、
法
人
関
係
税
か
ら
税
額

控
除
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
下
道
町
長
が
、
㈱
セ
コ
マ

を
訪
問
し
、
赤
尾
社
長
に
直
接
、
感

謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
寄
附
金

は
、
町
が
実
施
し
て
い
る
Ｗ
ｉ

-

Ｆ

ｉ
整
備
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

感謝状を受け取った赤尾社長（右）感謝状を受け取った赤尾社長（右）

　
　
ど
も
の
豊
か
な
感
性
を
育
て
よ

　
　
う
と
、
洞
爺
湖
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
伊
藤
善
廣
会
長
）
が
町
内
の

全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
図
書

1
1
6
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
5
年
度
か
ら
寄
付
を
続
け

て
お
り
、
今
年
度
も
各
校
か
ら
希
望

を
募
り
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
図

書
を
揃
え
ま
し
た
。

　
伊
藤
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
希
望
す
る
本
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
少
し
で
も
読
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
、
渋
川
教
育
長
に
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

子

図書を寄贈した伊藤会長（左から２人目）図書を寄贈した伊藤会長（左から２人目）

読書で感性豊かに
洞爺湖ロータリークラブが図書寄贈

企
３
2

16・24
12
6
2

6
2

小野寺陽月さん 和泉心さん

白川宙さん 成島杏さん
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暮
ら
し お知らせ

information

　

通
信
販
売
で
の「
定
期
購
入
」

に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
「
い
つ
で
も
解
約
可
能
」
を
う

た
っ
た「
定
期
購
入
」
の
広
告
を

見
か
け
、
１
回
だ
け
の
お
試
し
で

済
ま
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
販

売
業
者
か
ら
購
入
時
に「﹃
特
別
割

引
ク
ー
ポ
ン
﹄
使
用
に
よ
り
複
数

回
購
入
の﹃
定
期
購
入
﹄
に
切
り

替
わ
り
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
、
複

数
回
の
支
払
い
に
な
っ
た
と
い
う

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で「
定
期
縛

り
な
し
」「
初
回
2
、
0
0
0
円
」

と
い
う
美
容
液
の
定
期
コ
ー
ス
の

広
告
を
見
て
、
販
売
サ
イ
ト
で

注
文
し
た
。
初
回
の
商
品
が
届

き
、
販
売
業
者
に
定
期
コ
ー
ス
を

解
約
し
た
い
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、

「
４
回
の
購
入
が
条
件
の
定
期
購

入
コ
ー
ス
の
契
約
に
な
っ
て
い

る
」
と
説
明
さ
れ
た
。
広
告
に
は

「
定
期
縛
り
な
し
」
と
記
載
さ
れ

て
い
た
と
伝
え
た
が
、「
特
別
割

引
ク
ー
ポ
ン
を﹃
利
用
す
る
﹄
の

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
案
内

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
学
生
も
加
入
し
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）

や
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式

で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

■
所
得
の
目
安
　
　
　
　
万
円
＋

（
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×
38
万
円
）

　
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
期

間
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
の

で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増

額
す
る
た
め
に
後
か
ら
納
付（
追

納
）す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
４
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
令
和
５
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人

へ
、
３
月
末
に
は
が
き
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い

る
人
は
、
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い

（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要

で
す
）。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎

74

－

3
0
0
2
）

１
２
８

ボ
タ
ン
を
押
し
て
コ
ー
ス
を
変
更

し
て
い
る
の
で
、
４
回
購
入
し
な

い
と
解
約
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ

た
。
注
文
完
了
直
後
に
特
別
割
引

ク
ー
ポ
ン
が
表
示
さ
れ
、
利
用
し

た
記
憶
は
あ
る
が
、
コ
ー
ス
変
更

さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

●
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
継
続
期
間
や

購
入
回
数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？

・
支
払
総
額
は
い
く
ら
で
す
か
？

・
解
約
の
際
の
連
絡
手
段
を
確
認

し
ま
し
た
か
？

・「
解
約
・
返
品
で
き
る
か
」「
解

約
・
返
品
で
き
る
場
合
の
条
件
」

（
返
品
特
約
）、
解
約
条
件
を
確
認

し
ま
し
た
か
？

・
利
用
規
約
の
内
容
を
確
認
し
ま

し
た
か
？
ま
た
、「
最
終
確
認
画

面
」
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で

保
存
し
ま
し
た
か
？

　
「
最
終
確
認
画
面
」
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
注
文
す
る
前
に
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
※
注
文
直
後

に
表
示
さ
れ
る「
特
別
割
引
ク
ー

ポ
ン
」
を
利
用
す
る
際
も
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水

合カギ作ります

藤 兼 金 物 店
洞爺湖町洞爺湖温泉91-8　TEL  0142-75-2135

住宅・自動車・シャッター・ロッカー・金庫他

通
信
販
売
の
定
期
購
入
手
続

き
は
慎
重
に
！

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
０
０
5
）



　高額介護合算療養費は、医療と介護の両方を利用し
ている世帯の自己負担を軽減する制度です。同じ世帯
の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度
と介護保険の自己負担額の合計が限度額を超えたとき
は、その超えた額が後期高齢者医療制度および介護保
険から支給されます。

　なお、手続きには町の窓口へ申請が必要となります。
ただし、次の場合は対象となりません。
・後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額の
　いずれかが０円の場合
・支給額が 500円以下の場合

負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額

３割 現役並み所得者
【課税所得 690万円以上】212万円
【課税所得 380万円以上】141万円
【課税所得 145万円以上】　67万円

２割 一定以上所得者
56万円

１割

一　　　般

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ（※１） 31万円

区分Ⅰ（※２） 19万円

後期高齢者医療制度のお知らせ

※１　世帯全員が住民税非課税
　 　 で 区 分Ⅰに 該 当しな い 人
※２　世帯全員が住民税非課税　
　　であり、世帯全員の所得が　
　　０円（公的年金収入のみの場　　
　　合、その場合は受給額が80
　　万円以下。給与所得がある
　　場合、その金額から10万円　
　　を控除。または老齢福祉年　　
　　金を受給している人）

【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月 31日】■自己負担限度額表

■問合せ　北海道後期高齢者医療広域連合（☎ 011-290-5601）
　　　　　住民課国保医療グループ（☎ 74-3002）

広報とうやこ　2023 年 3 月９

お知らせ

●
適
切
な
時
期
の
氷
雪
下
ろ
し

●
複
数
に
よ
る
安
全
を
確
保
し
た

氷
雪
下
ろ
し

●
除
雪
機
に
よ
る
作
業
中
の
安
全

確
保

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

融
雪
期
の
事
故
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
０
０
5
）

洞
爺
湖
町
洞
爺
い
こ
い
の
家

入
館
料・
入
浴
券
の
料
金
改
定

　
４
月
１
日
か
ら
、
洞
爺
湖
町
洞

爺
い
こ
い
の
家
入
館
料
、
入
浴
券

の
料
金
の
一
部
を
改
定
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
改
定
前
に
購
入
し
た
入
浴
券

（
大
人
用
）
を
４
月
１
日
以
降
使

用
す
る
場
合
は
、
30
円
追
加
す
る

こ
と
に
よ
り
使
用
で
き
ま
す
。

■
改
定
前　
入
館
料　

大
人（
中

学
生
以
上
）
4
5
0
円
／
入
浴
券

大
人
4
、
5
0
0
円（
10
回
券
１

つ
づ
り
）

■
改
定
後　
入
館
料　

大
人（
中

学
生
以
上
）
4
8
0
円
／
入
浴
券

大
人
4
、
8
0
0
円（
10
回
券
１

つ
づ
り
）

　
※
入
浴
券
は
、
町
民
の
健
康
増

進
や
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
発
行

し
て
お
り
、
洞
爺
湖
町
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
人
以
外
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
購
入
し
た
入
浴
券
を

町
外
に
住
ん
で
い
る
人
に
譲
渡
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
高
齢

者
入
浴
助
成
券
を
購
入
・
使
用
す

る
と
き
は
、
必
ず「
高
齢
者
福
祉

証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

庶
務
課
地
域
振
興

グ
ル
ー
プ（
☎
82

－

5
1
1
1
）

／
健
康
福
祉
課
福
祉
・
高
齢
者
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
請
求
期

限
を
過
ぎ
る
と
弔
慰
金
を
受
け
る

権
利
が
な
く
な
る
の
で
、
早
め
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者
　
令
和
２
年
４
月

１
日（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る

人（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な

ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
し
ま
す
。

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
㋐
父
母
㋑
孫
㋒

祖
父
母
㋓
兄
弟
姉
妹
※
戦
没
者
な

ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が

あ
っ
た
か
な
ど
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
に
よ
り
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。
①
～
③
以
外
の
戦
没

者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族（
お

い
、
め
い
な
ど
）
※
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
人
に
限

り
ま
す
。

■
支
給
内
容
　

・
国
債
名
称　
第
11
回
特
別
弔
慰

金
国
庫
債
権
い
号

・
額　
面　
25
万
円（
５
年
償
還
）

■
請
求
期
間
　
令
和
５
年
３
月
31

日（
金
）
ま
で

■
請
求
窓
口　
北
海
道
保
健
福
祉

部
福
祉
局
地
域
福
祉
課
、
洞
爺
湖

町
役
場
健
康
福
祉
課

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
０
０
1
）
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■
募
集
種
目
　
①
一
般
幹
部
候
補

生（
大
卒
程
度
）
②
一
般
曹
候
補

生
③
予
備
自
衛
官
補

■
資
　
格
　
①
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
男
女
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
男
女
③
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

男
女

■
受
付
期
限
　
①
４
月
14
日（
金
）

自
衛
官
募
集

北
海
道
警
察
官
募
集
中

募
　
集

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所

変
更
を
忘
れ
ず
に

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。
次
の
場
合
は

運
輸
支
局
で
登
録
手
続
が
必
要
で

す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更

登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移

転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

と
き（
抹
消
登
録
）

　
令
和
５
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
送
付
す

る
た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
で
②
５
月
9
日（
火
）
ま
で
③

４
月
6
日（
木
）
ま
で

■
試
験
期
日
　
①
４
月
22
日（
土
）

23
日（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日
②

５
月
19
日（
金
）
～
28
日（
日
）
の

い
ず
れ
か
１
日
③
４
月
8
日（
土
）

～
23
日（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

（
２
号
炉
）
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排

出
基
準
値（
０
・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
４
年
11
月
25
日

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

（
煙
突
）
測
定
結
果

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

室
蘭
税
務
署
か
ら

　
税
務
署
で
は
、
自
宅
な
ど
か
ら

申
告
手
続
き
が
で
き
る「
ス
マ
ホ

申
告
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署
（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）

教
育
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
、

在
学
中
の
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
融
資
制
度
で
す
。
子
ど
も
一
人

に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内
を
年

1
・
95
％
の
固
定
金
利（
令
和
５

年
１
月
４
日
現
在
）
で
利
用
で

き
、
在
学
中
は
利
息
の
み
の
返
済

に
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
す
る
か
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　
日
本
政
策
金
融
公
庫

（
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0

－

0
0
8
6
5
6

／
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
03

－

5
3
2
1

－

8
6
5
6
）

●
変
更
登
録
な
ど
が
間
に
合
わ
な

い
場
合　

　
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
自
動
車

税
種
別
割
住
所
変
更
手
続
」
か
ら

納
税
通
知
書
の
送
付
先
を
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は「
北
海
道　

自
動
車
税　
住
所
変
更
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部
（
☎
０
１
１

－

7
4
6

－

1
1
9
０
）

■
採
用
予
定
人
数
　
2
0
0
人
程

度
　
■
学
　
歴
　
①
A
区
分
～
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
）
な
ど
を
卒
業
し
た
人
（
令

和
６
年
３
月
末
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取

得
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
み
を
含
む
②
B
区
分

～
A
区
分
以
外
の
人
（
学
校
教
育

法
に
よ
る
高
等
学
校
在
学
中
の
人

を
除
く
）

■
年
　
齢
　
①
②
平
成
３
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人（
令
和
６
年
４

月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33
歳
未

満
）

■
問
合
せ　

伊
達
警
察
署（
☎
22

国
税
専
門
官
募
集

■
資
　
格
　
①
平
成
５
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
②
平
成
14
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大

■
測
定
結
果　
０
・０
０
18
ナ
ノ

グ
ラ
ム

■
詳
　
細　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

登
録
・
利
用
説
明
会

　
４
月
か
ら
洞
爺
地
区
と
洞
爺
駅

を
結
ぶ
予
約
型
タ
ク
シ
ー
の
運
行

が
始
ま
る
予
定
で
す
。
利
用
に
関

す
る
説
明
会
を
開
く
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
確
認

で
き
ま
す
。

■
日
　
時　
３
月
14
日（
火
）
18

時
30
分
～
19
時
30
分

■
場
　
所　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

和
室

■
問
合
せ　

企
画
防
災
課
企

画
・
広
報
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
４
）

－

0
1
1
0
）　
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

1月20日から 2月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

寄
　
付

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

無
料
法
律
相
談
会
開
催

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　
①
３
月
16
日（
木
）、

②
４
月
6
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

故武川きみ子さん
■１月 10日死去■ 92歳■遺族は裕二さん■清水区

故川又敏子さん
■令和４年 10月 22日死去■ 83歳■遺族は範計さん■虻１区

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
５
万
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
下
妻
末
乃
（
温
３
区
）
▽
高
橋

祐
子（
青
２
区
）▽
大
友
靖
子（
虻

　

相
続
手
続
き
や
遺
言
書
の
作

成
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

故橋浦加代子さん
■ 1月 9日死去■ 90歳■遺族は仁さん■虻１区

節
分
や
お
婆
の
余
生
福
来
た
る

　
　
　
　
　
　

小
笠
原
勇

百
年
の
銭
湯
の
歩
歩
終
わ
る
春

　

亀
倉
千
鶴
子　

鳴
き
交
し
早
や
白
鳥
の
引
く
を
見
る

　
　
　

千
葉
征
子

山
寺
の
一
樹
一
石
月
冴
え
る

　
　
　

矢
野
知
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

２
月
定
例
会

幸
不
幸
こ
た
へ
は
未
だ
福
寿
草　
　
　
　
　

　

佐
藤
美
風

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

３
月
18
日（
土
）、
４

月
15
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８

故三橋弘子さん
■１月 13日死去■ 89歳■遺族はむつ子さん■入１区

故加藤勇さん
■1月 18日死去■ 90歳■遺族は裕一さん■虻７区

故岩佐曜子さん
■1月 19日死去■ 66歳■遺族は敏昭さん■虻４区

故畑山誠典さん
■ 1月 21日死去■ 76歳■遺族は健さん■入１区

故廣瀬恵美子さん
■1月 28日死去■ 82歳■遺族は剛久さん■温３区

故米谷和子さん
■２月３日死去■ 90歳■遺族は紀代さん■虻５区

故杉山不二夫さん
■１月 12日死去■ 76歳■遺族は雅江さん■虻１区

■
訓
練
科
目
　
①
介
護
福
祉
養
成

科
５
人
②
保
育
士
養
成
科
８
人
③

調
理
師
養
成
科
２
人

■
実
習
場
所
　
①
②
北
海
道
福
祉

教
育
専
門
学
校
③
北
斗
文
化
学
園

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
調
理
技
術

専
門
学
校

■
募
集
期
間

①
②
③
３
月
22
日

（
水
）
ま
で

■
選
考
日　

３
月
25
日（
土
）

■
訓
練
期
間
　
令
和
５
年
～
令
和

７
年

※
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
お
問
い

緊
急
再
就
職
訓
練
生
募
集

８
区
）
▽
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
▽

洞
爺
湖
町
役
場
総
務
課

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
八
木
橋
俊
輔
弁

護
士（
の
ぼ
り
べ
つ
法
律
事
務

所
）
②
林
正
樹
弁
護
士（
伊
達

噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
な
ど

（
詳
細
は
受
験
案
内
を
参
照
）

■
受
付
期
限

３
月
20
日（
月
）

ま
で
※
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
専
用
ア
ド
レ
ス　

h
ttp
://

w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

■
試
験
期
日
　
①
第
１
次
試
験　

６
月
４
日（
日
）
②
第
２
次
試
験

７
月
３
日（
月
）
～
14
日（
金
）
の

う
ち
指
定
す
る
日

■
問
合
せ　

札
幌
国
税
局
人
事

第
２
課
採
用
担
当
（
☎
0
1
1

－

2
3
1

－

5
0
1
1
内
線

2
3
1
5
）

3
0
0
２
）

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

室
蘭（
☎
0
1
4
3

－

22

－

8
6
8
9
）
／
室
蘭
高
等
技
術

専
門
学
校（
☎
0
1
4
3

－
44

－

7
8
2
0
）



さわやかだ
より

問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）
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　　人になってから発達障害とわかる人が増えていま
　　す。発達障害は下記の図のように大きく３つのタイプ
に分かれます。
　なかでも、自閉症スペクトラム障害は、2013 年に確立
された新しい診断名です。そのため、子どものころは気づ
かなくても、進学したり、就職活動を行ったり、社会に出
て複雑な人間関係をもつようになったりと、いわゆる「大
人」になったからこそ気づく人もいます。原因はまだはっ
きりとしていませんが、主に先天的な脳の機能の偏りであ
り、保護者の育て方や接し方、愛情不足が原因ではないこ
とが医学的に判明しています。
　発達障害の特性は様々で、抱えている困りごとも様々で
す。また、生きづらさや生活の困りごとをそのままにして
おくと、うつ病やパニック障害、睡眠障害、アルコールや
薬物への依存などの病気を引き起こしやすいといわれてい
ます。
　これらの病気の背景には、発達障害が隠れている場合が
あります。特に、睡眠障害は大人の発達障害の診断を受け
た人の５人に２人以上にみられており、仕事への影響や交
通事故、自殺リスクが高くなる危険があります。
　心当たりや気になること、困っていることがあれば、ひ
とりで抱え込まず、周囲の人や相談機関、医療機関などを

大 頼ることも検討してみましょう。大切なのは、自分の特性
( 得意なこと、苦手なことなど ) を理解することです。対
処法やスキルを身に着けることで、今ある「生きづらさ」
を「生きやすさ」に変えて、自分らしい生活を送りましょう。

～大人の発達障害を知ろう～～大人の発達障害を知ろう～
「生きづらさ」を「生きやすさ」に「生きづらさ」を「生きやすさ」に

・コミュニケーションが苦手
・興味や関心に偏り
・自閉症、アスぺルガー症候群
　広汎性発達障害など

自閉症スペクトラム障害
( ＡＳＤ )

・集中できない
・じっとしていられない
・衝動的に行動する

注意欠陥多動性障害
( ＡＤＨＤ ) ・読み、書く、計算

するなどの能力の
うち、特定のもの
が極端に苦手

学習障害 ( ＬＤ )

それぞれの特性に応じて次のような対応を心がけましょう
・本人をよく知る専門家や家族にサポートのこつを聞く
・肯定的、具体的、視覚的な伝え方をする
( 短くはっきりとシンプルに伝える、図やイラスト
を使った説明など )
・手順やモデルを示したり、新しく挑戦することは少
しにする ( スモールステップ )
・感覚過敏がある場合は音や肌触り、室温などを調整
 する
・気が散りにくい座席の位置を工夫する

周囲の方へ

【参考】大人の発達障害ナビ
( 武田薬品工業株式会社 )

【お詫びと訂正】
2 月号さわやかだより「ト
レーニング室を利用しませ
んか？」の記事中、虻田地
区さぽーとステーションゆ
うあい内の開館時間に誤り
がありました。
正しくは「火・木・土曜日　
13 時～ 20 時 30 分」です。
お詫びして訂正します。
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おにはそとおにはそと‼‼
ふくはうちふくはうち‼‼

町内の保育所で節分の豆まき会が行われました。ちょっぴり怖がり
ながらも元気に豆をぶつけて鬼を退治してくれた園児たちの様子を
紹介します。

本町保育所本町保育所

入江保育所入江保育所

桜ヶ丘保育所桜ヶ丘保育所

洞爺保育所洞爺保育所

おにはあっち
いってー‼

おにを

やっつけろ‼

豆まきがんばり
ました☆

みんなで
がんばろー‼

町内の保育所で節分の豆まき会が行われました。ちょっぴり怖がり
ながらも元気に豆をぶつけて鬼を退治してくれた園児たちの様子を
紹介します。



vol.58

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎ 76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

防災学習ガイド　もしものときに
備えよう全４巻セット
国崎信江

　日本で想定される主な災害に関す
る情報のほか、身を守る方法、文章
の書き方や防災新聞、防災マップの
作り方などの情報を収録。防災関連
の「調べ学習」に最適です。

（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　3 月のおはなし会
■ 日　 時　 ① 3 月 13 日（ 月 ）、25
日（土）、27 日（月）10 時～ 11 時
半②３月 17 日（金）14 時～ 15 時
半
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶ
た読書の家
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。
人数制限を行うこともありますので
ご了承ください。

今月の
リポーター
佐川千明さん

　
い
冬
も
い
よ
い
よ
終
わ
り

　

に
近
づ
い
て
き
ま
し
た

ね
。
早
い
も
の
で
私
が
洞
爺
湖

町
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
着
任
し
て
か
ら
３
度
目
の
春

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
本
当
に
た
く
さ

ん
の
人
に
お
世
話
に
な
り
、
笑

い
あ
り
涙
あ
り
な
２
年
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
慨
深
い

思
い
で
す
が
、
こ
の
た
び
３
月

末
を
も
っ
て
退
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
う
や
水
の
駅
と
い
う
地
元

の
人
も
多
く
利
用
す
る
施
設
が

活
動
拠
点
と
い
う
の
は
、
縁
も

ゆ
か
り
も
な
い
町
に
移
住
し
た

私
に
と
っ
て
は
と
て
も
幸
運
な

こ
と
で
し
た
。
ま
た
地
域
の
お

店
や
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
、
農
業

体
験
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
つ
な
が
る
こ
と

で
、
よ
り
こ
の
ま
ち
の
魅
力
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

昨
年
夏
に
温
泉
街
の
と
う
や

マ
ル
シ
ェ
で
も
活
動
を
開
始
し

て
か
ら
は
洞
爺
湖
町
の
豊
か
な

食
材
に
つ
い
て
学
び
、
ま
た
違

う
視
点
で
こ
の
地
域
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
出
店
な
ど
も
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
挑
戦
し

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

退
任
後
は
こ
の
町
に
定
住

し
、
協
力
隊
の
経
験
と
所
有
免

許
を
生
か
し
て
洞
爺
湖
周
辺
に

て
観
光
業
に
携
わ
る
仕
事
を
し

て
い
き
た
く
、
就
業
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
枠
に
と
ら
わ

れ
す
ぎ
ず
、
自
分
ら
し
く
、
活

躍
で
き
る
場
所
を
見
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
い
ち
洞
爺
湖
町
民
と
し

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

長

今月の
１冊
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■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

︿
一
　
般
﹀
▽
志
麻
さ
ん
の
自
宅

レ
シ
ピ
（
タ
サ
ン
志
麻
）
▽
こ
ど

も
が
喜
ぶ
ス
ー
プ
ジ
ャ
ー
の
お
弁

当
（
渡
辺
あ
き
こ
）
▽
藤
井
弁
当

お
弁
当
は
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で
い

い
！
（
藤
井
恵
）
▽
な
ぜ
女
性
管

理
職
は
少
な
い
の
か
（
大
沢
真
知

子
）
▽
♯
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
時
代
の
新

し
い
働
き
方　
女
性
が
オ
フ
ィ
ス

で
輝
く
た
め
の
12
カ
条
（
ジ
ョ
ア

ン
・
リ
ッ
プ
マ
ン
）

︿
児
童
書
﹀
▽
か
く
れ
ね
こ
（
Ｓ

ｈ
ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
）
▽
と
ん
か
つ
の

ぼ
う
け
ん
（
塚
本
や
す
し
）
▽
お

つ
き
さ
ま
の
ス
ー
プ（
野
中
柊
著・

木
原
未
沙
紀
絵
）
▽
な
ぞ
な
ぞ
で

お
ば
け
や
し
き
た
ん
け
ん
（
石
津

ち
ひ
ろ
著
・
大
島
妙
子
絵
）
▽
す

み
っ
コ
ぐ
ら
し
心
理
テ
ス
ト
学
校

編
（
阿
雅
佐
）
▽
ゾ
ロ
リ
パ
ー

テ
ィ
ー
～
よ
う
か
い
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
～
（
原
ゆ
た
か
）
▽
子
ど
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
版
地
球
が
も
し
１
０
０
ｃ

ｍ
の
球
だ
っ
た
ら
（
永
井
智
哉
）

▽
お
ん
ぶ
は
こ
り
ご
り
（
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
）
▽
と
う
さ
ん

は
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ（
エ
リ
ッ
ク・

カ
ー
ル
）
▽
角
川
ま
ん
が
学
習
シ

リ
ー
ズ
日
本
の
歴
史
全
15
巻
＋
別

冊
４
冊
セ
ッ
ト
（
山
本
博
文
）
▽

角
川
ま
ん
が
学
習
シ
リ
ー
ズ
世
界

の
歴
史
全
20
巻
＋
別
冊
４
冊
セ
ッ

ト
（
羽
田
正
）
▽
防
災
学
習
ガ
イ

ド
も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う

全
４
巻
セ
ッ
ト
（
国
崎
信
江
）

■
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

︿一　
般
﹀
▽
セ
バッ
ト・ソ
ン
グ
（
谷

村
志
穂
）
▽
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
イ
ブ

（
東
野
圭
吾
）
▽
金
環
日
食
（
阿

部
暁
子
）
▽
そ
の
本
は
（
又
吉
直

樹
・
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）

︿
児
童
書
﹀
▽
頭
の
い
い
子
を
育

て
る
名
作
お
ん
ど
く
３
６
６
（
主

婦
の
友
社
）
▽
Ｍ
Ｙ　
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ

Ｔ
１
０
０
０
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
ｓ
（
マ
イ

ル
ズ
・
ケ
リ
ー
）



ふれあい交流会に
参加しませんか？

■申込み・問合せ■申込み・問合せ　洞爺湖町社会福祉協議会＜健康福祉センターさわやか内＞（☎ 76-4363）　洞爺湖町社会福祉協議会＜健康福祉センターさわやか内＞（☎ 76-4363）
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虻田、洞爺地区それぞれで「ふれあい交流会」をサポートするボランティアを募集しています。
対象者の皆さんが楽しく参加できるよう、お手伝いをしませんか。

送迎ボランティアを募集しています

≪ボランティアの内容≫
・送迎ボランティア
■日　時　開催日の９時～ 12 時半ごろ
■内　容　自家用車を利用して参加者の送迎、食事会場のセッティング
■備　考　毎回参加できなくても大歓迎です。地域たすけあいボランティアポイント事業「はつらつポイント事
業」の対象活動になります。ボランティアに参加する人は社会福祉協議会で福祉サービス総合補償に加入します。

　
　
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

　
　
は
、
令
和
５
年
度
の
「
ふ
れ

あ
い
交
流
会
」
の
参
加
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
交
流
会
は
、
町
内
在

住
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ら
び
に
高
齢
者
夫
婦
世
帯
を
対
象

に
、
集
い
の
場
と
ふ
れ
あ
う
機
会

の
提
供
と
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮

ら
し
が
送
れ
る
こ
と
を
願
い
、
虻

田
と
洞
爺
の
両
地
区
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
も
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
、
５
月
か
ら
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、
簡
単
な

ゲ
ー
ム
や
軽
い
体
操
を
行
っ
た

り
、
お
昼
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手

作
り
の
昼
食
を
味
わ
い
な
が
ら
、

お
互
い
の
近
況
を
語
り
合
う
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
感
染
症
対
策

の
た
め
、
会
食
形
式
で
は
な
く
自

宅
で
楽
し
め
る
よ
う
お
土
産
の
お

弁
当
を
渡
す
形
で
開
催
し
ま
し

た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
な
の
で
「
知
り
合
い
が
い
な

い
。
ひ
と
り
で
の
参
加
が
少
し
心

細
い
」
と
い
う
人
も
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。
性
別
問
わ
ず
気
軽
に
参

加
し
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
人

も
大
歓
迎
で
す
。

　
健
康
の
た
め
徒
歩
に
よ
る
参
加

を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
自
力
で
の

参
加
が
難
し
い
人
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ふれあい交流会（虻田地区） ふれ愛クラブ（洞爺地区）

開　催
５月から 11 月までの毎週水曜日
(10 時～ 12 時半ごろまで。参加者
は隔週の利用になります）

５月から翌年３月までの月１回
(10 時～ 12 時半ごろまで）

会　場 健康福祉センターさわやか 洞爺ふれ愛センター

参加費 １回２００円（食事の材料代）

対象者

・一人暮らしの人：70 歳以上
（昭和 28 年３月 31 日生まれまで）
・高齢者夫婦世帯：夫婦共に 75 歳以上
( 昭和 23 年３月 31 日生まれまで )

・一人暮らしの人：男性 70 歳以上
（昭和 28 年３月 31 日生まれまで）
女性 75 歳以上

（昭和 23 年３月 31 日生まれまで）
・高齢者夫婦世帯：夫婦共に 80 歳以
上（昭和 18 年３月 31 日生まれまで）

※いずれも洞爺湖町在住の人が対象です
※家族と同居などであっても「日中は独りになる」など世帯の状況により参
加できる場合がありますのでお気軽にご相談ください。

申込先 洞爺湖町社会福祉協議会（本所）
☎ 76 ー４３６３

洞爺湖町社会福祉協議会（支所）
☎ 82 ー５１８５

締め切り ３月 31 日 ( 金 ) ※虻田地区は定員 (50 人程度）になり次第、締め切ります

ィ
ア
に
よ
る
送
迎
も
行
っ
て
い
ま

す
。
申
し
込
む
際
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
感
染
症
の
拡
大
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
や
延
期
、
開
催
内

容
を
工
夫
し
て
の
実
施
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

洞



北の縄文だより北の縄文だよりｖｏｌ .8

社会教育課社会教育・文化財グループ（☎ 74-3010）

～みんなの知らない「JOMON　World」～

世界へ
発信！

世界へ
発信！
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縄文人の祈り～お墓～
ヒトはこの世に生まれ、いつかは必ず寿命が尽

きる時がきます。縄文人にとって「死」は今よりも
ずっと身近で、免れないものと感じていたでしょ

助け合って生きた縄文人

入江貝塚で見つかった入江貝塚で見つかった
病気だった縄文人の骨病気だった縄文人の骨

入江貝塚では、もうひとつ縄文時代の生活文化を考
える上で重要な発見がありました。縄文時代後期の墓
から発見された人骨で、座った状態に近い格好で埋葬
され、遺体の上には円れきが積み上げられていました。
　埋葬されていた人骨は、頭や背骨は通常の大人と変
わりませんが、四肢骨（手足の骨）が異常に細かったの
です。これは手足の筋肉を長い間動かすことができな
かったためと考えられます。つまり、この人は何らか
の病気で幼少期より自分の力で立つことすらおぼつか
ず、常に介護が必要な状況であったことが伺えました。
　これまで頭蓋骨の大きさなどから女性と考えられて
きましたが、近年、ＤＮＡの分析によって男性であるこ
とがわかりました。病気の原因としては、ポリオ（小児

母と子のお墓

高砂貝塚で見つかった母と子の墓高砂貝塚で見つかった母と子の墓

高砂貝塚では、
縄文時代晩期の
墓で、一つの墓に
母親と赤ちゃん
が埋葬されてい
るのが見つかり
ました。母親は赤ちゃんを産む前に、ともに亡くなって
しまったと考えられています。
　このお墓では、頭をほぼ南に向けていることや、赤い
顔料（ベンガラ）がたくさんふりまかれていた点など、

お墓が見つかる場所
　入江・高砂貝塚では、合わせて44 基の墓が貝塚の中
から発見されています。これは、縄文人が貝塚を特別な
場所と考えていたからだと言われています。
　貝塚から見つかるたくさんの動物の骨や土器などの
道具は、縄文人にとっては単なる「ゴミ」ではなく、こ

▶墓に入れられた副葬品

の世での役割を終えた
大切な品々で、亡くなっ
たヒトと同じように、て
いねいに埋葬したのか
もしれません。

う。ヒトが亡くなった時、縄文人も、現代の私たち
と同じように墓をつくり、大切に埋葬していたこ
とがわかっています。

マヒ）や筋ジス
トロフィーな
どが考えられ
ています。
　このような
日常生活に支
障をきたす障
がいを抱えた
ヒトも、寿命が
尽きるまで、少なくとも十数年間を過ごしていたこと
から、周囲の手厚い介護があったと想像されます。こ
うした情景からは、助け合って生きる慈愛に満ちた縄
文人の姿が浮かび上がってきます。

高砂貝塚で見つかったほかの墓とは違った埋葬の仕
方をしていました。
　出産は新しい生命を生み出すことです。それは共
同体にとって、とても重要な出来事でした。縄文時代
には出産や妊婦を象徴する土器や土偶が数多く作ら
れていることからも、出産に対する縄文人の思いが
伝わってきます。だからこそ、生まれることなく亡く
なってしまった赤ちゃんとその母親のお墓をつくっ
た縄文人は、特別な思いを抱いて埋葬したと考えられ
るのです。



10 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

13 日（月）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

フッ素塗布
13：00 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

14 日（火） 通学等支援コミュニティタクシー登録・利用説明会

15 日（水）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）

16 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

18 日（土） 行政に関わるくらしの無料法律相談会

23 日（木）
脳の健康教室

9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント
洞爺湖芸術館が開館します
■開館日　4 月１日（土）～ 11 月 30 日（木）
　　　　   ９時 30 分～ 17 時（16 時 30 分最終受付）
　彫刻家・砂澤ビッキの作品をはじめ、洞爺村国際彫刻ビエ
ンナーレの小型彫刻、写真家・並河萬里が写した洞爺湖、そ
して、大正・昭和の文学作品を展示しています。
　その他、演奏会やワークショップ事業なども開催予定です。
■休館日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）
■観覧料　一般 300 円　高校生 200 円　小中学生 100 円
　　　　　※洞爺湖町民は無料
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）
　　　　　WEB　http://www.geijutukan.net/

27 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

4 月 1 日（土） 洞爺湖芸術館開館

6 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

9 日（日） 北海道知事選挙・北海道議会議員選挙

11 日（火）
脳トレサロン

10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

13 日（木）
脳の健康教室

9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

19 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

※上記のイベントなどの情報は３月１日現在の情報です。新型コロナウイルスの影響で、予定されているイ
ベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

時
所

時
所

時
所

時
所

p11詳

p10詳

ピックアップイベント詳

こととううやや
　約２万年前から噴火を繰り返してきた有珠山。
　噴火は私たちの生活に大きな被害を与えてきま
したが、火山活動が形成した美しい景観や噴火に
よって湧き上がる温泉、豊富な作物の生産など、
さまざまな恩恵を受けて今の生活があります。
　今月末で２０００年の有珠山噴火から２３年を
迎えようとしていますが、２０年から３０年の周
期で噴火を繰り返していることを考えると、次の
噴火に向けて一人一人が有珠山を知り、噴火に対
する正しい知識を身に付ける必要があります。
　家族や地域の人と噴火時の防災対策について話
し合い、また、日頃からハザードマップで有珠山
周辺の危険区域や噴火による火山現象などを確認
し、次の噴火に備えていきましょう。

【有珠山噴火の主な特徴】
　有珠山は噴火前に前兆が現れやすい特徴があり
ます。
　・噴火の数日前から有感地震が頻発する　
　・地割れなどの地殻変動が起きる

No.24 有珠山噴火について有珠山噴火について
　・湧水、地下水の温度や色、水量が変化する
　・噴気量の変化や新しい噴気ができる
　・植物が枯れる

【有珠山噴火により被害が想定される現象】
・火砕流・火砕サージ

　　火砕流は、高温の火山灰や軽石などが混ざり
　合い、火口付近から斜面を押し下る極めて危険　
　な現象です。軽石や岩片量が少なく高温爆風状　
　の場合は、火砕サージと呼ばれます。

・泥流
　　降雨時などに土砂や岩塊などが水と混ざり合
　って低地へ流れ下る現象で、降雨型泥流、熱泥　
　流、融雪型泥流があります。

・降灰・噴石
　　火山灰を吸い込むとのどを痛め、目に入ると
　炎症を起こします。避難するときはマスクやゴ
　ーグルを着用しましょう。噴石は大きいもので　
　直径１ｍを超す大岩が数ｋｍ飛ぶこともありま
　す。

時
所

p11詳

広報とうやこ　2023 年 3 月広報とうやこ　2023 年 3 月17
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気
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に
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き
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レ
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ル

イ
ベ
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ト
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ど
も
行
い
、
洞
爺
湖

の
魅
力
を
発
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し
て
い
る
２
人
。

最
近
は
ま
と
ま
っ
た
休
暇
を
と
っ

て
道
外
か
ら
遊
び
に
来
る
知
人
も

増
え
た
と
言
い
ま
す
。
東
京
出
身

の
太
郎
さ
ん
は
「
地
元
の
人
が
当

た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
楽
し

さ
も
、
ま
だ
僕
が
知
ら
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
ん
な

で
遊
べ
る
場
を
つ
く
れ
た
ら
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

profi le
太郎さん　昭和 59 年２月
生まれ。東京出身。39 歳。
桃さん　昭和 59 年２月生
まれ。旧虻田町出身。39歳。
手作りの雪板で遊ぶことが
マイブーム。

洞爺湖の自然を学ぶミーティングを開催

大須賀　太郎
　　　　桃 さん

昨

　　中の日差しが少しずつ暖かく感じられるようになってきま
　　した。それでもまだ雪が降ったり、寒くなったりする日も続
きますが、春の訪れを心待ちにしています。（Ｍ .О）
　　中から子どもたちが集まったとうや冬まつり。表紙の撮影の
　　ため、大人気の雪の滑り台にカメラを向けると、素敵な写真
が何枚も撮れてどれを掲載させてもらうか迷ってしまいました。
雪遊びはいつの時代も子どもを夢中にさせますね。（Ｄ .Ｙ）
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